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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、感情処理・制御の能力(Emotional Intelligence, EI)

が、ストレス過程や対処方略に及ぼす影響を明らかにすることにあった。平成 21 年度〜平成

23 年度には、1)EI とストレス過程に関連する国内外の研究の動向、2)EI のアウトカム研究、

3)EI のストレス過程への影響の検証を行った。1), 2)の結果を、2010 年「なみだが出るのは悲

しいから？ 感情の発達」、"Emotion Skills as a Protective Factor for Risky Behaviors among 

College Students"（印刷中）としてまとめた。 

3)本研究の中核である EI のストレス過程への影響の検証の第一段階として、能力モデルに
基づく EI 測定尺度の妥当性の検討を行った。民間企業に勤務する一般成人 222 名（女性 68 名、
男性 154 名）を対象に調査を行い、その結果を日本健康心理学会第 23 回大会において、「能力
モデルにもとづく感情能力尺度とパーソナリティの関連」として発表を行った。また、感情能
力がストレス反応や食行動や喫煙など健康行動にどのような関連するのか、 調査準備の過程で
得られた成果発表を、2010 年国際摂食障害学会、アジア健康心理学会、アメリカ心理学会で行
った。 
研究成果の概要（英文）：The present study was designed to examine the role of emotional 
intelligence (EI), the ability to use/manage ones' emotions, on stressor-stress reaction 
processes.  Over the course of the grant years b/w 2009 and 2011, we conducted 1) an 
extensive review of previous findings, 2) the exploration of outcomes of EI, and 3) the 
examination of relationships between EI and stress reactions.  Results from the above 
1) and 2) were published as "Is your tear from sad feeling?: Emotional Development" (2010) 
and "Emotion Skills as a Protective Factor for Risky Behaviors among College Students" 
(in press). 
 
The main focus of the present study was placed on the above 3), the examination of 
relationships between stress.  As the preliminary study, we implemented a survey with 
222 employees of a corporation in Tokyo area with an aim of evaluating an EI measurement 
based on the ability model of EI.  Findings of this part of the study were presented at 
the Annual Conference of the Japanese Society of Health Psychology in 2010.  Related 
findings were also presented at the International Conference on Eating Disorders, Asian 
Conference of Health Psychology, and the Annual Conference of American Psychological 
Society in 2010. 
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１．研究開始当初の背景 
 心理社会的ストレスは、学校教育から産業
場面にいたるまで生活のあらゆる場面のメ
ンタルヘルスの課題として広く関心を集め
てきた。ストレスを原因とする心理的問題に
よる労働者の休職の増加が報道されるよう
になり久しい。心理的ストレスは、うつなど
心理面の問題にとどまらず、喫煙や飲酒など
のヘルスリスク行動の増加などを通して、身
体面での問題にも関連するとされる。昨今、
わが国においても、医療費抑制のための健康
づくりの施策推進が課題とされるなか、心理
社会的ストレスのメカニズムを解明し、有効
なストレス対処の方法を確立することは、よ
り有効なヘルスケアの提供のためにも重要
な課題となっている。 
 ストレスの成り立ちのメカニズムは、環境
と個人との相互作用および環境からの要求
に対する認知的評価から説明されてきた
(Folkman, 1984; Lazarus, 1966)。Lazarus
らのモデルでは、環境からの要求に対する評
価がストレス反応を規定するとしている。し
かしながら、評価の際に喚起される感情を処
理する個人差要因が、ストレス過程および対
処方略に影響を及ぼすのかは、解明が進めら
れていない。様々なストレス状況下では、喚
起される感情を認識・調整し、より適切な感
情を使用することが要求される。したがって、
真に有効なストレスマネジメントプログラ
ムの開発にあたっては、感情能力という個人
差要因を考慮する必要がある。 
 このような感情の認識や調整する能力の
概念として、Mayer & Salovey (1997) によ
っ て 提 唱 さ れ た 情 動 知 能 （ Emotional 
Intelligence, 以下 EI）がある。EI は、自
己や他者の感情の認識や理解、感情リタラシ
ー、感情制御といった情動や感情管理全般の
能力を示すという概念である。対人場面にお
ける感情のコントロールや、個人がより適応
的な行動をとるための基本的能力として着
目されている概念である。わが国でも、1995
年発刊の Goleman 氏の一般書『情動知能 EQ』
によって、一般に広く知られるようになった。
しかしながら、情動知能と社会的スキル、個
人内適応、精神的・身体的健康との関連性の
実証研究は、わが国ではほとんど進められて
いない。一般書によって広く知られるように
なった概念であるため、情動知能が個人を成
功に導く行動特徴やスキルと混同され、概念
が整理されないままであったことが一因と
考えられる。 
 この間、オリジナルの概念は精緻化され、

北米を中心にさまざまな行動との関連を報
告した実証研究が蓄積されてきた。臨床心理
学的問題への応用も検討され始め、気分変調
障害と診断された者において EI が低かった
こと、EI の得点と主観的症状の得点の間に負
の相関があったことが報告されている 
(Mayer et al., 2008).したがって、従来の
ストレスモデルに、EI という新たな概念を取
り込むことにより、より精緻なストレスモデ
ルが構築されることが期待される。 
 
以上のような理由から、 
・感情を認識し制御する能力がストレス反応
にどのような影響があるのか、 
・ストレスマネジメントに、感情能力の概念
をどのように活用できるのか、 
についての心理学的観点からの研究が必須
であると考えられ、本研究はこのような視点
で行われるものである。 
 
２．研究の目的 
 
・自己や他者の感情を認識し調整する能力の、
ストレス過程に及ぼす影響を明らかにする
こと。 
・感情能力の健康行動および精神的健康に及
ぼす影響を明らかにすること。 
 
３．研究の方法 
（１）感情能力に関する国内外の研究動向調
査および文献研究 
 
（２）EI のアウトカム研究に関する調査 
EI がどのような健康関連行動に影響を及
ぼすのか、複数の調査研究を行った。 
 
（３）能力モデルに基づく EI 測定尺度の妥
当性の検討 
 
４．研究成果 
(1)感情能力に関する国内外の研究動向調査
および文献研究： 
 EI のストレス過程への影響の検証を行
った。1), 2)の結果を、2010 年「なみだが
出るのは悲しいから？ 感情の発達」、
"Emotion Skills as a Protective Factor for 
Risky Behaviors among College Students"
（印刷中）としてまとめた。 
 
（２）EI のアウトカム研究に関する調査 
感情調整の問題が心身の健康に関する行

動にどのような影響を及ぼすのか、特にネガ



ティブな感情と喫煙や食行動の問題を検証
した。 

特に若年女性の食行動の問題が、ネガティ
ブ感情にどのような影響を受けるのか、
Stice による dual pathway model を日本人女
子大学生のデータから検証した。その結果、
身体不満足によるネガティブな感情が食行
動異常を形成することが明らかになった。し
たがって、極端なダイエットなどの食行動の
問題の予防においても、感情調整能力を高め
ることの必要性が示唆された。 

 

 
 
 
 

 
 
（３）能力モデルに基づく EI 測定尺度の妥
当性の検討 

これまでの研究で、海外研究協力者 Peter 
Salovey 氏／Marc A. Brackett 氏、研究協力
者の EI リサーチのグループの協力を得なが
ら、EI 測定尺度(ESBI)を作成している。本研
究では、信頼性・妥当性の検討および EI の
結果変数との関連を検証するため調査実施
を行い、その成果を発表した。 

民間企業に勤務する一般成人 222 名（女性
68 名、男性 154 名）を対象に行った調査の分
析を行った。特に、能力モデルに基づく EI
と既存のパーソナリティが、独立した構成概
念であるかの検証を行った。能力モデルにも
とづく EI 尺度(ESBI)と、混合モデルによる
EI 尺度(ESCQ)それぞれにより測定された EI
と、Big Five によるパーソナリティ得点の関
連から、ESBI の妥当性を検討した。ESCQ と
パーソナリティの間には比較的強い相関が
あり、ESCQ によって測定された EI がパーソ
ナリティとオーバーラップすることが示唆
された。一方、EI のアウトカムとしての社会
的関係スキルとの関連性を明らかにするた
め、パーソナリティを統制した後の偏相関係
数を求めた。統制後、能力モデルに基づく EI

と社会的関係スキルの得点の関連は、混合モ
デルに基づく EI との関連よりも弱くなるこ
とが明らかとなった。能力モデルにもとづく
EI 測定ツールの精査にあたり、EI のアウト
カム変数の予測における弁別性の検討が、さ
らに必要であると考えられる。 
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